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ェーデンをは

ストックホル

は現在も増加

この人口が増

きかが課題と

査では、スト

ける e−サー

社会の形成と

ために ICT 行

な手法がある

ックホルム市

減」とがある

らず私的な団

そのサイト

ることができ

おける e−サー

る。特に利用

ッケージされ

は、官民連携
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から上記の考

構築の内容を

はじめ北欧の

ルム市を調査

加しており、

増加する状況

となっている

トックホルム

ビス、オープ

と地域への効

行政として何

るのかという

市の e-サービ

る。実例Ⅰの

団体が提供す

トでは利用者

きる。ここに
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用者目線を重

れている。ま

携によるサー

考察を行い、

を報告する。

 

の情報政策は
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移民による

況下で、行政
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ム市の ICT を
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者が自身に合
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は高い評価を

約 75 万人い

る社会増がそ

政はどのよう

を活用した高

を利活用した

を行った。ま

のか、また新

察した。 

する目的は「

における e−

設のサービス

合うサービス

択の自由があ

題に対して匿

つのサービス

プンデータを

供と経済の活

体的に実施し

受けている

いるストック

その主な要因

な住民サー

高齢者ケアや

た住民サービ

た、住みよ

新しい情報発

「選択の自由

−サービスに

を比較でき

を利用でき

ある。実例Ⅱ

匿名で相談で

の中にいろ

を利活用した

活性化を主目

したスマート

。本調査

ホルム市

になって

ビスを提

福祉事務

ビスなど、

いまちづ

信にはど

」と「予

は、行政

るサイト

る施設を

の福祉事
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いろな機

住民サー
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オ
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デ
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次

の
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オープンデータ

政府において、

データとは、「

に適したデータ

二次利用が可能

ルールで公開さ

ータ」であり

くかけずにデー

次利用を可能と

の」のことを言

[総務省 HP よ
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「機械判読

タ形式で、

能な利用

されたデ

「人手を多

ータの二

とするも

言う。 

り] 
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２．ストックホルム市の取組み 

（１）e−サービス 

＜選択の自由と予算の削減＞ 

e−サービスとはインターネットを介して行うサービスのことで、市民に

手紙を送るとか電話をするなどの行為の代替手段である。e−サービスは、

誰でも、いつでも、どこからでも市へのコンタクトを可能にするものであ

る。ストックホルム市がこの e−サービスを推進する目的には、選択の自由

と予算の削減とがある。 

・「選択の自由」 

ストックホルム市では、e-サービスによる市民の選択の自由を常に考え

ている。例えば、実例Ⅰにあるように民間の介護施設を自分の状況や環境

に応じて選択できるようなシステムがあげられる。 

ここで行政は、e−サービスを提供する際に、市民の視点から何を欲して

いるかを考える必要がある。市民が欲しているサービス、市民が潜在的に

欲していると考えられるサービスを市民の視点から構築する必要がある。

これを実現するために、情報部門ではなく各部門が、その利用者である市

民の意見を取り入れて e−サービスを構築している。 

・「予算の削減」 

ストックホルム市の行政手続きにおいても、全プロセスの自動化を人件

費削減の対処法としている。また、職員数を増やすことができない中、e−

サービスによる効率化を図ることで人口増加に対応できるようにしている。 

ここで注意すべき点は、電子化にしたら最後まで電子化を行い、徹底的

に業務の自動化・効率化を図ることである。スウェーデンにおいてストッ

クホルム市以外の自治体では、この「全てのプロセスを最後まで電子化す

ること」が徹底できているところが少ないという。例えば、入力フォーム

は電子化されていても、その後は紙や電話などを利用しないと最後まで手

続きが完了しないことがある。 

以上のようにシステムを構築するときに重要なことは、市民にとっての

メリットである選択の自由と、行政にとってのメリットである予算の削減

という二重の利益である。 

 

＜タブレットの可能性＞ 

近年の動向として、ストックホルム市役所へのコンタクト方法は、Web

サイトが最多、次に電話、窓口、E メールの順となっている。そして Web

サイトへのコンタクトにはタブレット利用する人が増加傾向にあることが

分かっている。そこで、ストックホルム市でもタブレットに対応する Web

サイト構築を現在進めている。  

例）駐車場の利用申請

新たに駐車場を借りよ

うとした場合、その利用

には、車を持っている

か、その通りに住んでい

るか、の条件のみが判断

基準である。情報部門に

その情報を電子申請す

れば、全てのプロセスが

自動化され、窓口に出向

くことなく駐車場が利

用できるようになる。

情報プラットフォーム

e−サービスを構築する

際、情報部門は情報プラ

ットフォームを提供し

ているだけで、そのプラ

ットフォームを利用す

るのは各部門である。そ

のプラットフォームは

デザイン構造が統一さ

れている。ログイン情報

（ID、パスワード）も同

一のものを使っている

ので、異なる部署間でも

同一の個人認証が使え

る。また過去の電子サー

ビスを移管し、このプラ

ットフォーム上で再利

用することもできる。

タブレットの可能性 

タブレットやスマート

フォンは PC に比べて掲

載できる情報量とその

領域が少ないが、逆にシ

ンプルな構造のため、利

用者にとって分かりや

すい構成になるという

メリットがある。このメ

リットを活かした住民

サービス向上のための

情報発信は、今の行政に

求められている。 



 

（２）オ
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情報が広
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めの行動

議会で採
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ムはオー
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端 IT 国家創造

の推進が盛

ックホルム市

動計画（http

採択されたこ

っているとこ

にある。オー

pen Stockho

ストは 2年お

は、統計・地

調査などの分

利用が大幅に

アへの PR 効果

ープンで透明

わない」とい

オープンデー

期待している

サービスを提

内で市民の為

タの推進によ

各々のビジネ

と期待してい

に「行政がす

連携により、

の手段がこの

ータ 

の三原則には

経済の活性化

されることが

の取り組みや

タへの取り組

造宣言」にお

盛り込まれて

市の取り組み

://insynsver

ことが始まり

ころは少なく

ープンデータ

olm Award」

おきに開催さ

地理・3次元の

分野がある。

に増加してい

果が非常に高

明性がありま

いう回答は 0

ータを推進す

るのか。それ

提供する際に

為のサービス

より、全てを

ネスになる市

いる。 

すべての住民

より質の高い

のオープンデ

は「行政の透

化・行政の効

が望まれてい

や、スマート

組みが推進さ

おいては、公

ている。 

みは、2011 年

ige.se/docum

になってい

、ストック

タを利用した

は 2012 年，

され、次は 20

の建物、環境

コンテスト

いる。表彰式

高いのも特徴

ますか？」と

であった。

することで、

れは経済の活

には、行政が

スを提供する

を委託すると
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民サービスを
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明性・信頼性

効率化」があ

いる。日本に

トフォンの急

れている。平

公共データの

年 10 月に「

mentHandler.a

いる。スウェ

クホルム市が
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，2014 年に

016 年に開催
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式には市長自
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活性化にある
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スを直接提供
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国民参加・
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東日本大

いう状況

月にの「世
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ータのた

86）」が市

の自治体

ンの中で

のコンテ

る。この

。現在の

駐車場、

ープンデ

るなど、

ックホル

には「そ

のような

来、行政

託業者が

。オープ

く、民間

流れが出

住民参加

バメント」

 

が Jacob Krok

Head of Unit）

Department 

na Johansson

クトマネージ
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情報は誰のも

これら話から

のものか？」

えさせられる

報は税金を使

ている。なら

はオープンに

ものである」

kstedt 氏 

） 

n Tutturen 氏 

ャー 

och controllere

http://open

ものか？ 

ら「情報は誰

について考

る。「公共情

使って集め

ばその情報

にしていく

と考える。

enheten 

n.stockholm.sse/ 
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［実例Ⅰ］高齢者ケアにおける e−サービス 

ストックホルム市における65歳以上の人口は約13万人（総人口の14%）

おり、年々増加している。その2割にあたる26,000人が高齢者ケアを受け、

年間 8 億ユーロを投入している。公的機関は約 4 割、残り 6 割が私的の非

営利団体や民間団体で介護事業を行っている。 

ストックホルム市では、以前、その民間業者がどんなサービスを実施し

ているのか検索できるサイトを用意していた。しかしそのサイトを使った

検索は使い勝手が良いものではなく、利用言語や個人属性による抽出機能、

モバイル対応などの新たな需要もあった。そこで政治主導で 2014 年に予算

計上され（300 万 SEK）、常に最新の関連情報を含むサービスを比較できる

サイトになるようリニューアルしている。 

http://www.stockholm.se/jamfor 

 

 

 

 

 

 

 

 

この検索比較サイトは、介護施設を簡単に比較できる e−サービスの一つ

である。抽出機能には”言語、文化、身体障がい/認知症の有無、高齢者夫

婦が二人同時に入れるか”などを追加して絞り込みの精度を上げた。以前、

コールセンターでは中立的な立場が求められ、特定の業者を勧めることが

できなかった。この比較サイトを導入したことにより、利用者は”自身に

合うサービスを提供する施設”を抽出して良い選択ができるようになった。

ここで重要なことは、e−サービスを導入したことにより市民が「選択の自

由」を手に入れたことである。 

 

また、ストックホルム市にはこのシステムとは別に「オンライン介護日

記」というシステムがある。高齢者がどのようなサービスを受けているか

を本人や家族、親せきなどが確認できるシステムである。これにより例え

ば、在宅介護中の本人の様子を離れた家族が確認できるようになった。介

護を行う者が本人の介護情報（実施活動、食事などの介護記録や今後の計

画）を掲載し、本人及び本人が許可した人は、国民 ID を利用して閲覧する

ことができる。デイケアセンターや介護施設でも利用されているが、その

業者に対して利用を義務付けていない。  

比較サイトの汎用性 

高齢者ケアだけでなく

幼稚園や高校の比較も

できる。 

情報は誰のものか？ 

このオンライン介護日

記では「情報は誰のもの

か」について考えさせら

れる。「本人の情報はそ

の本人が確認できる」と

は「情報は住民一人一人

のもの」ということであ

る。マイナンバーや国民

ID でも議論すべき重要

な問いである。 
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［実例Ⅱ］福祉事務所における e-サービス 

福祉事務所の新しい e-サービスは 2013 年 5 月に始まった。この e-サー

ビスは「市民が社会福祉へのアクセスを容易にする」ことを目的としてい

る。児童虐待や財政支援、家庭内暴力など問題を抱えている市民のために、

市はこのサイトを提供している。「メッセージ」「チャット」「動画」「よく

ある質問(FAQ)」など、市民は福祉事務所へ新しいコンタクトの方法を手に

入れることができた。この e−サービスは市民の選択の自由を広げることに

重点を置いている。また、このシステムの特徴は匿名で自分の状況を説明

できることである。これにより利用者の裾野が広がっている。 

https://iservice.stockholm.se/open/SocPaNatet/Pages/StartPageOpen.aspx 

 

 

 

 

 

 

 

＜システム機能＞ 

１．「メッセージ」 

一般的なサイトでは自分の個人情報を書いてメッセージを送るが、この

サイトでは匿名でも質問することができる。メールアドレスすら明かさな

くても質問ができるということは本人にとって非常に重要なことである。

回答を確認する方法は、質問時の暗証番号を控えておき数日後にその暗証

番号を入力すれば、自分だけが見ることができる。市では 48 時間以内に回

答することを保証している。 

２．「チャット」 

市の担当職員とチャットできる機能で、メールアドレスや名前を書かず

に匿名で市の担当者と直接オンラインでチャットをすることができる。「生

活保護の受け方を教えてほしい」などよくある質問も多いが、その場合に

は定型の答えが用意されている。このような事務手続きの場合ではなく、

もっと繊細な情報を扱わなくてはならない相談があった場合は、さらに専

門性の高いスタッフが回答している。もっと急を要するような、今虐待さ

れている場合は、何時間も待っていられないので、ホットラインで 24 時間

電話対応するスタッフが待機している。 

３．「動画」 

3 分程度で「近所の子どもが虐待されているような気がするという疑い

を持ったとき、あなたは何ができますか」という問いかけの動画や、「あな

たは福祉事務所でどんなサービスや援助を受けることができると思います

か」という福祉事務所を知ってもらうための動画などが用意されている。 

フォーカスグループ 

プロジェクト開発時に

は市民のフォーカスグ

ループを立ち上げてい

る。多様なユーザーに参

加してもらい、機能やデ

ザインについて話し合

う場にしている。 

運用時のﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ 

システム運用時には、ポ

ップアップアンケート

でシステムの速度や操

作性をWeb上のアンケー

トで収集している。ま

た、Web サイト内の動き

を分析することで、少な

いクリック数で人々が

求めている情報に到達

できるように改良して
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４．「よくある質問(FAQ)」 

市民がよく聞いてくる質問に対して、ここを見れば答えが得られるとい

うものにしている。目的の一つに、手続きに関する質問の電話を減らすこ

とがあるが、よくある質問を常にアップデートすることで、ユーザーに対

してより良いサービスを提供できるような情報を流すことができ、お互い

の信頼関係の構築につながっている。 

 

＜広報の手段＞ 

この福祉事務所や e-サービスを多くの市民に知ってもらうためには、公

共交通機関のような誰の目にもつくようなところで、ポスターを貼りキャ

ンペーンを行うことが非常に有効である。重要なことは、このキャンペー

ンは一回やれば終わりというわけではなく、定期的に「私たちが助けてあ

げられるのですよ」ということを情報発信することで一人でも多くの市民

に知ってもらうことである。 

＜モバイル対応＞ 

Web サイトをモバイル対応させたときに利用者数が増加した。理由はポ

スターから直接アクセスしたときに利用者目線で入力しやすくしていたか

らだと考えている。ソーシャルサービスに関しては専門家だが、IT の専門

家ではないので、常にいろんな実験を繰り返してその経験から学んでいる。 

＜他の自治体への展開＞ 

このような一つのサービスの中にいろいろな機能があるサイトを開始し

た自治体というのはスウェーデンにおいて初めてになるので、国内から注

目を集めている。特に、ストックホルム県内の自治体からは、県共通のシ

ステムとして利用したいという要望がある。共通化で大切な点は、相談事

項が入ってきたときに、正しい部署や担当者に繋ぐということである。自

治体ごとに、質問に適切に答えることができる人に繋ぐ仕組みづくりが重

要である。また、スウェーデンの情報保護法や秘密漏洩を防ぐための法律

に、その自治体に入ってきた情報を他の自治体に流してはいけないことが

ある。ベースとなるシステムはストックホルム市が提供しているが、自治

体ごとの情報管理能力が重要になっている。 

  

利用者目線 

このような分野のサー

ビスには、事務局中心で

はなく利用者中心の考

え方、特にユーザーの視

点を重視する必要があ

る。電話やインターネッ

トでコンタクトをとる

市民にとって、どういっ

たものが使いやすいの

かである。シンプルなデ

ザインの中にも必要な

機能を持たせる必要が

ある。システム構築の際

にも、専門家であるソー

シャルワーカーに参加

してもらい繊細な情報

をどう扱えばいいかの

意見を取り入れている。

右から 2番目の人物が Alexandra Göransson 氏 

福祉事務所の部門責任者（Department manager） 

City of Stockholm 

Social services administration 

 



 

３．住

（１）ス

ストッ

のみなら

あるとは

任せるの

と感じた

このプ

と、どこ

係では無

るか？と

った」と

e−サービ

とが伺え

まちづく

と考える

 

（２）越

ここで

職員「公

であって

「アプリ

以前に

すか？」

合わせが

いかと考

で「ゴミ

をもらい

詳細は

た。アプ

リを紹介

も提案や

ラッシュ

ゴミ収集

プルなコ

わること

するとい

http://

 

みよいまち

ストックホル

ックホルム市

らずストック

は断定できな

のかという点

た。 

プライベート

こまで住民サ

無いと考える

とアンケート

という結果は

ビスでも、行

える。このよ

くりには、住

ることができ

越前市を住み

で私自身の出

公」としての

ても同じ思い

リで越前市を

に環境政策課

「ゴミの捨て

が毎日のよう

考えていたと

ミ分別一覧の

いながら一つ

は下記参照先

プリの原型を

介して感想を

や協力をして

ュアップを行

集日」のアプ

コードに作り

とになった。

いう新しいま

/www4.ttn.ne

ちづくりと

ルム市の調査

市の調査で見

クホルム市と

ないが、実感

点で、プライ

トな情報をど

サービスの奥

る。市の担当

トを取った際

はその現れで

行政と市民の

ように本当の

住民と行政と

きる。 

みやすく 

出向元である

テーマは「越

いを持ってい

を住みやすく

課という部署

てる日がいつ

うに寄せられ

ところ、オー

のデータ」を

つの Web アプ

先に譲るが、

を自分の周り

を聞いたりし

てくれる人も

行った。また

プリを実装さ

り直したりす

このプロセ

まちづくりの

.jp/~flowerh

新しい情報

査からの考察

見えてきたこ

と市民との信

感として、市

イベートな情

どこまで市に

奥行きを広げ

当者によると

際、透明性が

であろう。ま

の信頼関係を

の意味での住

との信頼関係

る越前市での

越前市を住み

いる。オープ

」となる。

署に所属して

つだったか教

れていた。こ

ープンデータ

を公開し、地

プリケーショ

完成までに

の人に使っ

した。地元の

も出てきた。

たゴミ分別の

させたり、他

するなど、ま

セスを通して

の形の可能性

ana/gomiinde
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報発信の手

察 

ことは、e-サ

信頼関係であ

市民自身の情

情報にしても

に信頼して任

げることがで

「市民に対

がないと答え

また、先述の

をシステムの

住民サービス

係が土台にあ

の取り組みを

みやすく」で

プンデータを

 

ていたとき「

教えて」とい

この声に直接

タが目に止ま

地域の仲間か

ンを完成さ

には多くの地

てもらった

のデザイナー

このように

の次に問い合

他の自治体で

まちの問題解

て地域の困り

性に触れるこ

x.html 

手法 

サービスその

ある。統計的

情報をどこま

非常に信頼

任すことがで

できるのかと

対して市に透

えた人は一人

の福祉事務所

の基礎に置い

の向上と住

あって実現で

振り返る。

である。これ

を利活用した

「このゴミ、

いうゴミに関

接答えること

った。実験

から意見やア

せた。 

地域の人の参加

り、Faceboo

ーやプログラ

に作り手と利

合わせの多い

でも使えるよ

解決に「私」

ごとをアプ

とができた。

ものの質

に相関が

で行政に

度が高い

きるのか

は、無関

明性はあ

もいなか

における

ているこ

みやすい

きるもの

私の行政

れは「私」

た場合は、

何ゴミで

する問い

ができな

的な意味

ドバイス

加があっ

ok でアプ

マーから

用者でブ

「町内別

うにシン

として加

リで解決

。 

ゴミ分別アプ

自治体ごとに

ミ分別方法を

る Web アプリ

ン。Excel で

覧を作成し、H

変更すること

きる。2015 年

14 自治体に広

プリ 

に異なるゴ

を検索でき

ケーショ

ゴミ分別一

HTML を一部

とで開発で

年 8月現在

広がる。 



 

越前市

域の現状

てた。そ

様な人財

実例Ⅱ

法である

構築する

ープを立

ープは多

や、店舗

りによっ

以上に

様な人財

かる。そ

えること

と問いか

はオープ

より行政

よいまち

 

（３）具

以上は

地域活性

地域活

くりと研

の支援事

の目的は

情報を首

日本橋プ

この目

体のさま

必要があ

ォンを利

とする。

ホルム市

 

＜スマー

この日

点は、第

市の取り組み

状把握を通し

その理由は、

財から新しい

Ⅱで紹介した

る。市の担当

る際、市民が

立ち上げて、

多様な市民

舗経営者など

って、使いや

により、住民

財が参加した

そして対話の

とができる。

かけることで

プンデータと

政の透明性・

ちづくりのた

具体的な取り

はストックホ

性化センター

活性化センタ

研修・交流」

事業の一つに

は、地方公共

首都圏で発信

プラザビル前

目的を実現す

まざまな情報

あると考えて

利用している

ここでは地

市で調査した

ートフォン用

日本橋イベン

第２章の実例

みでは、行政

してアイデア

この対話か

いまちづくり

たフォーカス

当者によると

が使いやすい

市民との対

（権力のある

ど）で構成し

やすい制度や

民サービスの

た対話の場づ

の先に、住民

この過程にお

である。行政

として公開し

・信頼性を高

ために情報を

り組み 
ホルム市の現

ーで具体的に

ターの事業三

「まちづくり

に「日本橋イ

共団体などが

信し、消費者

前広場をイベ

するために、

報を積極的に

ている。その

る人をターゲ

地域活性化セ

た内容を共有

用サイトの構

ントスペース

例Ⅱ「福祉事

政と地域住民

アを出し合い

から具現化す

形成の可能

スグループは

と、この手法

い制度やシス

対話の場づく

る人だけでは

している。こ

やシステムに

の向上と住み

づくりが重要

民にとって必

おいて重要な

政が情報を抱

し、個人に帰

高めるととも

を利活用する

現地調査から

に取り組んだ

三本柱は「情

りへの助成な

イベントスペ

が地域産品、

者ニーズを把

ベントスペー

地域活性化

に発信し、よ

の情報発信の

ゲットとした

センターの何

有しながら構

構築＞ 
スのスマート

事務所におけ

8 

民とが地域の

い具現化する

するまでのプ

能性を感じた

は、実例Ⅰで

法は一般的で

ステムになる

りをしてい

はなく、子ど

この住民と行

になるように

みよいまちづ

要な役割を果

必要なサービ

なことは「情

抱え込むので

帰属する情報

もに、住民サ

ることが大切

らの考察であ

だことを紹介

報の提供と調

などの支援」

ペースの提供

観光資源、

把握できるよ

ースとして提

化センターが

より地域の活

の手段の一つ

た専用サイト

何人かの職員

構築していく

トフォン用サ

ける e−サービ

困りごとの

プロセスに

プロセスを通

からである。

でも用いられ

で、行政がサ

ようフォー

いることだ。

どもがいる一

行政との対話

構築してい

づくりのため

果たしている

ビスが形成さ

情報は誰のも

ではなく、公

報は個人に返

サービスの向

だと考える。

あったが、こ

介する。 

調査・研究」

である。こ

供」がある。

地域イベン

う、東京駅

提供すること

出店する地

活性化につな

つとして、ス

の構築を試

員とともに、

こととする。

サイト構築の

ビス」で「福

共有と地

焦点を当

して、多

。 

ていた手

ービスを

カスグル

このグル

般的な親

の場づく

る。 

には、多

ことが分

れると考

のか？」

共の情報

すことに

上と住み

。 

こからは

「ひとづ

の 3つ目

この事業

トなどの

から近い

である。 

方公共団

げていく

マートフ

みること

ストック

。 

構想の起

祉事業と



 

いう一事

るのでは

信する」

ことにあ

日本橋

あるのか

に答える

年 8 月

Web サイ

 

＜スマー

日本橋

とおりで

http://

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ホー

その

性化

 検索

一覧

 出店

 FAQ

の一

 

これで

報発信の

事業をストッ

はなく、福祉

こと及び「W

ある。 

橋イベントス

か」「どのよう

ることができ

現在では前

イトをモバイ

ートフォン用

橋イベントス

である。 

/www.chikatsu

ーム：日本橋

の内容、問い

化センターHP

索：各月の出

覧への切り替

店者様へ：募

（よくある

一覧 

で完成ではな

の手法を研究

ックホルム市

祉事業という

Web サイトを

スペースを選

うな自治体が

きる検索ツー

前頁のような

ル対応にな

用サイトの具

スペースのス

u.jcrd.jp/ap

橋イベントス

い合わせ先、

Pへのリンク

出店団体一覧

替え可 

募集及び実施

ご質問）：お

なく、随時多

究し、改良す

市の Web サイ

う一事業のサ

をモバイル対

選択したのは

がどんな特産

ールの必要性

構成をして

るように試み

具体的な内容

スマートフォ

p/eventspace

スペースの紹

年間スケジ

ク等 

覧とその内容

施時の提出書

お客様及び出

多くの方の意

する予定であ

9 

イト上の一メ

サイトをパッ

対応した時に

は、「次のイベ

産品を出店予

性を感じてい

いる日本橋

みた。 

容＞ 
ォン用サイト

/index.html

紹介、今後直

ジュールのダ

容の検索、当

書類、当日の

出店者様から

意見を取り入

ある。 

ニューとし

ケージにし

に利用者が増

ベントスペー

予定なのか」

いたからであ

イベントスペ

の内容と特

直近にある出

ダウンロード

年度及び本

アドバイス等

よく寄せら

入れながらよ

て掲載す

て情報発

加した」

スはいつ

などの声

る。2015

ペースの

徴は次の

店団体と

、地域活

日以降の

等 

れる質問

り良い情

仕組み 

Excel でイベ

スの日程表を

そこには出店

店予定品、掲

の名前を入力

データをXML

スポートし、

にアップロー

データを自動

んで表示する

なっている。

※このスマー

用サイトを保

る際、複雑で

を必要とする

続性が保てな

た職員で簡易

きる仕組みを

特徴 

○全体：画面

減らし、階層

ことでユーザ

てシンプルな

になるよう努

○ホーム：今

近いイベント

を自動で表示

○検索：ペー

際、当月が自

るように作成

今日から何日

イベントスペ

一覧で確認で

ントスペー

を作成する。

店概要や出

掲載する写真

力する。この

形式でエク

Web サーバ

ードすれば、

動で読み込

る仕組みに

 

ートフォン

保守管理す

で多くの工程

るのでは継

ない。限られ

易に更新で

を構築した。

面遷移を極力

を浅くする

ザーにとっ

な画面構成

努めた。 

今日から一番

トスペース

示させる。

ージを開いた

動設定され

成している。

日後(前)の

ペースかを

できる。 


